
おおい町

Ohi Town Assembly Official ReportNo.65
令和4年4月26日発行

特　　集 議会報告会/当初予算について ............................... 2

臨時会・定例会 条例改正・補正予算・当初予算などを審議 ....... 6

活動報告 地域振興対策特別委員会所管事務調査 など ...... 12

一般質問 学校教育について など 3人登壇 ........................... 16

追　　跡 移住者交流会について（ちょっと深掘り）.................. 19

関連記事 P20

※撮影時のみマスクを外しています。※撮影時のみマスクを外しています。



No.65 おおい町議会だより 0 2

審
議
内
容

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

特　

集

特集1
語ろう）を開催しました
「議会報告会」を開催しています。今年度は「議会の活性化」をテーマ

貴重なご意見は、今後の議会活動に活かしてまいります。

議会改革（通年議会・定数・報酬）

教育・

防災など

●議会改革

議会改革は非常に重要なことだと思うので、多くの住民の意見を取り入れる

ことが大事であるし、またその機会を作っていくことも必要だと思う。  

　
議会では町民の方との「語る会」の開催について、時期や時間、方法の試行

錯誤を重ね、さらに参加しやすい意見交換の場となるよう工夫していきます。

●報 酬

報酬について理解はするが町民の理解が必要。  

　
おおい町議会では「活発な議会活動が町民の有益に繋がる」という考えを基に議会改革

を行っています。その中で、通年議会の導入や定数、報酬の検討を進め、いただいた 

ご意見をもとに慎重に協議し、最適な判断と検討結果を提示させていただきます。

●防災関連

コンサルタントが作った防災マップは本当に地元の事情が分かってできているのか。

自主防災組織がない地域は不安がある。  

　
町では各家庭にハザードマップを配布するとともに、地域の状況に応じた集落ごとの 

自主防災マップを作成し活用していただくための研修会を開催しています。また、防災

専門員を置き、自主防災組織づくりへのサポートなども行っています。（P18に関連質問あり）

●定 数

議員定数を減らすと委員会でも十分な幅広い議論ができないのでは

ないかと不安に思う。  

　
「委員会で討議できる人数として7～8人を基準とする」という考え方で、

おおい町議会では各常任委員会の構成を7人以上としています。

●通年議会

町民からすると、年間を通じて活動してほしいので良いと思うが、説明を

聞くとメリットしかないように感じるが、拘束が多すぎないのか。  

　
通年議会は1年を通じて会期中となります。メリット、デメリットについては、議会

だより64号の3ページ「議会改革の取り組み」でも掲載させていただいております。

●教育関係

生徒用タブレットが整備されたが、うまく運用されていないとの話を聞く。整備 

して終わりではなく、運用についても議会としてチェックするべきである。  

　
タブレットを家庭に持ち帰り活用することについてはさまざまな課題も見えてきています。

効果的に活用できるように運用状況を確認していきます。（P16に関連質問あり）

1/21

ご意見・ご質問  

　
議会からの回答

議会だよりは

こちらから
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議会報告会（議員と
おおい町議会では、町民の皆さまへの活動報告や意見交換を行う場として、

として、本郷、大島、佐分利、名田庄各地区で開催しました。いただいた

予算決算・広域行政

産 業

いただいたご意見やご質

問を抜粋しました。全て

の質問や回答はホームペー

ジに掲載いたしますので、

ぜひご覧ください。

●広域事業

広域ごみ処理施設は高浜町だが、ゴミは有料か、また、斎場はどうするのか。  

●SEE SEA PARK（シーシーパーク）

チャレンジショップ棟は、随分複雑な建物となっているが、なぜあのような難しく

お金もかかる建物にしたのか。設計業者はどこか、どのように決定したのか。  

●農 業

個人で農業をしているが、農機具代が非常に負担になり継続が難しくなっていくため、

農機具購入の補助金が出るようにならないか。  

●道 路

県道岡田深谷線はいつごろできるのか。  

●決 算

決算で監査委員の指摘に、今後自主財源財源の減少と公共施設の維持補修費の増大

などを懸念する記述があるが、どのように考えているのか。  

　

高浜町に建設中の広域ごみ処理施設は、小浜市、若狭町、おおい町、高浜町の共同

利用となるため、運営や料金体系について協議中です。（P13に関連記事あり）

町では、個人に対する農機具購入支援策について可能性調査を実施しましたが、

希望者は2割にも達せず、家計費補助となることから、見送ることとなりました。

優れた設計者を選定するするため、設計プロポーザル審査委員会を開催し、9社から

提案書を受けヒアリングの結果、委員会において最優秀者の株式会社森下建築総研

に決定されたものです。

3ルートの内から1ルートに決定され、現在詳細

設計の調査を実施中です。

完成年度については、現時点では不明です。

議会では、新たな財源を確保するために国などの関係機関への要望活動を強化し、

公共施設等総合管理計画に基づいた生活インフラ整備の管理が確実に実行されてい

るか監視をしていきます。

道 路
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令和4年度の当初予算は、3月に町長選挙が行われる関係から「骨格予算」となっています。

骨格予算とは政策に係る収支を除き、人件費など義務的経費を主体とした必要最小限の収支を計上し

たものです。

本予算は6月に補正予算として計上されることとなります。

それぞれの事業についての質疑もご報告します。

特　

集

特集2

●学校ICT教育推進事業（小・中学校）  

 5,322万円

小・中学校で ICT教育機器を活用した学習の推進や ICT支

援員に係る経費など（P16に関連記事あり）

問 ICT支援員の配置とカリキュラム支援の方法は

答 支援員は1名で、各学校を月に2回訪問する。業務はICTを

活用する授業の補助、機器の準備や設定、教材作成などを行う。

●進学サポート事業 3,613万円

大学や専門学校などに在学する学生の保護者に経済的サ

ポートを行い、進学する学生に町の情報発信を行い、ふ

るさと“おおい”を思う気持ちを醸成し、Uターンを促進

するために給付するもの

●病児デイケア事業 938万円

病気または回復期のため集団生活が困難な小学3年生ま

での幼児児童を一時的に預かり、子育てと就労の両方を

支援するもの。今年度から周辺市町など広域での利用に

ついて協議を進める。

問 広域利用は、おおい町から他市町に、他市町からおおい町に

という相互の利用が可能になるということか。

答 保護者の勤務地などに合わせて利用ができることも併せて 

今後協議調整を行う。

令和4年度  　　　　　 可決!!

子 育 て・教 育

●企業振興対策事業  

 2億2,892万円

産業団地造成工事や企業誘致に係る経費 

など

問 産業団地の分譲単価についての考え方は。

答 現在造成工事中で、ある程度工事費の精算

の目処がついた時点で決定していきたい。戦略

的な金額設定もあるが、事業投資額の回収は必

要であると考える。

●チャレンジショップ整備事業  

 2,645万円

チャレンジショップ棟維持管理委託料やイ

ベント開催委託料

問 維持管理委託料は、施設の利用料収入によ

り精算されるか。

答 予算では7月に開業する計画で利用料を見込

んでおり、年度を通じ事業を行った後に精算を

行う。

商  工

●文化財保護事業 926万円

石山城跡や土御門家歴史保存調査などの文化財保護などに係る費用

●若州一滴文庫管理事業 3,414万円

若州一滴文庫の施設維持管理に要する経費

●公民館活動事業（4公民館） 396万円

公民館教室の開催などに要する費用

問 公民館4館体制の連携や合同事業の計画は。

答 定期的に会議を行い連携を進め、今年度も、各公民館の地域をまわる

取り組みなどの合同事業を計画している。

文  化

当初予算当初予算

産業団地造成地

工事の進むチャレンジショップ棟

若州一滴文庫
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■令和4年度当初予算

会　　計
当初予算額

本年度 前年度 増減率（%）

一 般 会 計 76億5700万円 117億  300万円 ▲34.6

後 期 高 齢 者 医 療 1億1565万円 1億  125万円 14.2

国 民 健 康 保 険 8億2608万円 9億1433万円 ▲9.7

国 民 健 康 保 険 診 療 8240万円 9479万円 ▲13.1

介 護 保 険 9億7412万円 9億6515万円 0.9

介 護 サ ー ビ ス 636万円 616万円 3.1

簡 易 水 道 1億7448万円 2億7580万円 ▲36.7

農 業 集 落 2億4298万円 3億7765万円 ▲35.7

特定環境保全公共下水道 9214万円 1億2271万円 ▲24.9

合　　計 101億7123万円 145億6086万円 ▲30.1

■令和4年度歳入

項　目 予算額

自 主 財 源 44億7920万円

依 存 財 源 31億7780万円

合　計 76億5700万円

うち原子力関連収入

　　44億5506万9千円

●農業活性化支援事業 3,000万円

生産性の向上や就農を図るため、認定農業者

や集落営農組織などを対象に、機械・施設な

どの整備に助成するもの

●米の品質向上対策事業 2,526万円

高品質・高食味・高収穫の米つくりの基本と

なる土づくりに助成するもの

●町行分収造林事業 1,275万円

町行分収林の伐採、分収造林契約の更新業務費

●漁場経営安定化事業 900万円

大島漁業協同組合が組合員に販売している船

舶用燃油に対して助成するもの

●水面多面的機能発揮対策事業  

 556万円

漁業者が主体となり実施する水産業・漁村の

多面的機能の発揮に資する地域活動への支援

を行うもの

問 事業の詳細は。

答 大島小学校で、ムラサキウニの除去が磯焼けの

原因への対策になることを学んでもらうための活動

に対し、支援を行う。

●防災対策事業 3,579万円

自主防災組織の活動支援や住民避難に必要な資機材

整備費用など、防災活動を総合的かつ計画的に実施

するための費用

●除雪対策事業 4,284万円

除雪計画に基づき町道路線などの除雪を行うことにより、

安全で円滑な道路交通の確保を図るもの

問 除雪事業者やオペレーターの現状は。負担が重くなって

いるのではないか。

答 事業者も除雪機械やオペレーターの確保に苦慮している

状況である。町で機械をリースするなど、できるだけ除雪

作業に参入しやすい状況を作るよう努力していく。

●おおいの住まい支援事業 1,395万円

分譲地購入者や多世帯同居、県産材使用でのリフォー

ム、移住者や新婚、子育て世代への住まい支援を行

うもの

問 住宅の建設に要する計画から竣工までの期間を考えると、

補助金として使いにくい制度になっているのではないか。

答 住宅建設という長期間を必要とする事業についての補助

金であることから、今後、制度について検討をしたいと考

えている。

●橋梁維持補修工事 5,710万円

橋梁の維持補修を行うことにより安全で円滑な道路

交通の確保を図るもの

問 明神橋の長寿命化と新設についての考えは。

答 現橋梁の老朽化に伴う長寿命化を図りつつ、別の場所で

の橋梁新設も視野に入れて検討を行う。

一 次 産 業
く ら し・地 域

明神橋

ムラサキウニによる磯焼け

【数値について】

※ 金額は万円単位で表しているため

合計と一致しない場合があります。
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令和４年第１回（１月）臨時会　議案審議結果

議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

議案第 1号 工事請負変更契約の締結について（河川改良工事（畑村川））

〈全協〉

原案可決

P7議案第 2号 工事請負変更契約の締結について（漁港施設整備工事（畑村防波堤）） 原案可決

議案第 3号 工事請負変更契約の締結について（急傾斜地崩壊対策工事（岡田地区）） 原案可決

── 委員会の閉会中の継続調査 ── 閉会中の継続調査

令和４年第２回（３月）定例会　議案審議結果

議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

議案第 4号 令和3年度一般会計補正予算（第6号）

〈予算〉

原案可決

P8

議案第 5号 令和3年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第 6号 令和3年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第 7号 令和3年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決

議案第 8号 令和3年度介護保健事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第 9号 令和3年度介護サービス事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第10号 令和3年度簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第11号 令和3年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第12号 令和3年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第13号 個人情報保護条例の一部改正について

〈総務〉

原案可決

議案第14号 住民の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第15号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決 P8～9

議案第16号
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
について

原案可決

P9

議案第17号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第18号 国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

議案第19号 若州一滴文庫の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第20号
保健・医療・福祉総合施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
について

原案可決

議案第21号 令和4年度一般会計予算

〈予算〉

原案可決 P9～10

議案第22号 令和4年度後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決

P10

議案第23号 令和4年度国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第24号 令和4年度国民健康保険診療事業特別会計予算 原案可決

議案第25号 令和4年度介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第26号 令和4年度介護サービス事業特別会計予算 原案可決

議案第27号 令和4年度簡易水道事業特別会計予算 原案可決

議案第28号 令和4年度農業集落排水事業特別会計予算 原案可決

議案第29号 令和4年度特定環境保全公共下水道事業特別会計予算 原案可決

議案第30号 若狭広域行政事務組合規約の変更に関する協議について 〈総務〉 原案可決

議案第31号 令和3年度一般会計補正予算（第7号） 〈全協〉 原案可決

諮問第 1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
〈全協〉

承　　認

同意第1~14号 農業委員会委員の任命について 同　　意

P11

請願第 1号
政府の新型コロナ禍で米価格暴落対策が皆無の中自治体独自の稲作
農家への直接支援策を求める意見書提出についての請願

〈産建〉 不 採 択

陳情第 1号
シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出をお願い
する陳情書 〈総務〉

採　　択

発委第 1号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書について 原案可決

── 選挙管理委員会委員の選挙
〈全協〉

当　　選

── 選挙管理委員会補充員の選挙 当　　選

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣

── 委員会の閉会中の継続調査 ── 閉会中の継続調査
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

第1回

臨時会

工
事
請
負
変
更
契
約
を
可
決

■賛否が分かれた議案

屋敷 田中 堤 桑田 細川 原田 藤原 辻 尾谷 猿橋啓 浜上 今川 松井 猿橋巧

議案第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第17号 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第18号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第22号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第23号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

同意第 9号 ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○

同意第10号 ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○

請願第 1号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ─ ○

○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（松井議長は採決に加わらない）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同意第９号には細川副議長は採決に加わらない）

■
審
議
内
容

臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
、

議
案
３

件
を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

工
事
請
負
契
約

●
議
案
１

号
︿
全
協
﹀

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
︵
河
川
改
良
工
事

︵
畑
村
川
︶
︶

工
事
用
道
路
と
し
て
、
町

道
脇
今
安
角
浜
線
を
使
用
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
狭
あ

い
か
つ
地
域
の
生
活
道
路
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
工

事
用
道
路
を
設
け
て
、
地
元

住
民
の
安
全
確
保
を
図
る
も

の
。

・
変
更
契
約
金
額

４

７

３

万
円
増
額

・
変
更
後
契
約
金
額

１

億
９

７

８

万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
２

号
︿
全
協
﹀

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
︵
漁
港
施
設
整
備

工
事
︵
畑
村
川
防
波
堤
︶
︶

防
波
堤
の
基
礎
捨
石
施
工

時
に
設
置
し
た
汚
濁
防
止
膜

を
漁
業
繁
忙
期
間
中
は
漁
船

の
航
路
を
確
保
す
る
た
め
、

一
時
撤
去
し
て
、
工
事
再
開

時
に
再
設
置
を
す
る
も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

３

２

８

万
５

千
７

百
円
増
額

・
変
更
後
契
約
金
額

３

億
４

３

７

３

万
５

千
７

百
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

こ
ん
ど
う

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
３

号
︿
全
協
﹀

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
︵
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
工
事
︵
岡
田
地
区
︶
︶

斜
面
の
立
木
伐
採
に
お
い

て
、
家
屋
側
に
傾
い
て
生
え

て
い
る
木
に
よ
っ
て
、
家
屋

に
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に

伐
採
方
法
を
変
更
す
る
も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

３

８

０

万
５

千
５

百
円
増
額

・
変
更
後
契
約
金
額

１

億
３

８

０

０

万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

こ
ん
ど
う

主
な
質
疑

問

工
事
前
の
調
査
で
立

木
が
家
屋
側
に
傾
い

て
い
る
こ
と
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。

 

立
木
調
査
も
行
っ
た

が
、
伐
採
方
法
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、
工
法
の
変
更
を

し
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

家
屋
横
の
立
木

完成後の現場
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

■
審
議
内
容

定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
、

議
案
28

件
、
諮
問
１

件
、
同

意
14

件
、
請
願
１

件
、
陳
情

１

件
、
発
委
１

件
を
審
査
し

た
。

■
議
案
審
議

補
正
予
算

●
議
案
４

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
６

号
︶

２

億
４

２

８

５

万
４

千
円
減
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○
バ
ス
対
策
事
業

１

０

６

３

万
３

千
円
増
額

○ 

大
飯
地
区
認
定
こ
ど
も
園

運
営
委
託
等
事
業

２

０

６

８

万
４

千
円
増
額

○
商
工
管
理
事
業

３

７

１

３

万
１

千
円
増
額

○
観
光
振
興
対
策
事
業

７

４

２

８

万
８

千
円
減
額

○
除
雪
対
策
事
業

４

７

０

３

万
４

千
円
増
額

○
漁
港
施
設
整
備
事
業

３

８

０

５

万
４

千
円
減
額

主
な
質
疑

問

大
飯
地
区
認
定
こ
ど

も
園
運
営
委
託
等
事

業
に
つ
い
て
、
保
育
士
や
幼

稚
園
教
諭
な
ど
に
対
す
る
10

月
以
降
の
処
遇
改
善
は
ど
う

な
る
の
か
。

 

令
和
４

年
度
当
初
予

算
で
は
、
４

月
か
ら

９

月
分
の
補
助
を
計
上
す
る

が
、
継
続
す
る
こ
と
が
補
助

要
件
で
あ
る
た
め
、
10

月
以

降
も
処
遇
改
善
は
さ
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問

県
か
ら
の
核
燃
料
税

交
付
金
に
つ
い
て
、

少
子
化
対
策
事
業
が
新
設
さ

れ
た
た
め
、
以
前
よ
り
町
の

配
分
割
合
が
減
額
さ
れ
た
が
。

 

新
設
さ
れ
た
少
子
化

対
策
事
業
に
よ
り
、

本
町
に
も
恩
恵
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問

商
工
管
理
事
業
に
お

い
て
、
商
工
会
建
設

等
事
業
補
助
金
が
３

，
３

４

８

万
円
追
加
計
上
さ
れ
た
要

因
は
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
当
初
の
設
計
に
お
い
て

予
期
せ
ぬ
事
案
が
発
生
し
た

こ
と
や
、
リ
モ
ー
ト
で
の
打

ち
合
わ
せ
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
連
携
が
弱
く
な
り
、

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
が
発
生
し
た

の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て

い
る
。

問

商
工
会
の
負
担
分
も

増
加
す
る
が
、
商
工

会
員
は
理
解
し
、
納
得
し
て

い
る
の
か
。

 

昨
年
末
に
開
か
れ

た
、
商
工
会
臨
時
総

代
会
に
て
工
事
費
増
に
関
す

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認

さ
れ
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
５

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

３

６

２

万
４

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
６

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
２

号
︶

８

１

６

１

万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
７

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶

１

２

６

万
１

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
８

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
介
護

保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
２

号
︶

６

６

２

万
４

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
９

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１

号
︶

６

万
６

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
10

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
２

号
︶

１

３

６

４

万
２

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
11

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１

号
︶

８

７

７

万
８

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
12

号
︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

３

６

１

万
８

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
改
正

●
議
案
13

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

関
係
法
律
の
公
布
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
14

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
住
民
の
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

関
係
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
15

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

人
事
院
か
ら
の
意
見
の
申

出
を
受
け
た
国
家
公
務
員
に

係
る
対
応
を
踏
ま
え
、
町
職

員
に
つ
い
て
も
、
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
な
ど
の
取
得

要
件
の
緩
和
や
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
な
ど
仕
事
の
両
立

第2回

定例会

補
正
予
算
や
当
初
予
算
な
ど
を 

可
決
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

支
援
を
講
じ
る
た
め
の
も
の
。

主
な
質
疑

問

育
児
休
業
取
得
に
つ

い
て
の
相
談
や
面
談

に
お
い
て
、
考
え
方
や
取
り

扱
い
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

 

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き

な
ど
を
一
覧
に
ま
と

め
た
資
料
を
用
い
て
、
相
談

者
に
十
分
説
明
を
行
っ
て
い

く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
16

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
、

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
て
引
き
下
げ
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
17

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

人
事
院
お
よ
び
福
井
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、

期
末
手
当
に
お
い
て
、
民
間

の
支
給
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

引
き
下
げ
る
も
の
。

主
な
質
疑

問

コ
ロ
ナ
禍
で
公
務
員

の
仕
事
が
増
え
て
い

る
中
で
の
率
の
引
き
下
げ
だ

が
、
県
内
の
他
市
町
の
状
況

は
。

 

公
務
員
の
給
与
は
、

仕
事
量
で
な
く
民
間

や
国
と
の
均
衡
を
図
っ
て
定

め
る
の
が
法
の
主
旨
で
あ

り
、
基
本
的
に
県
内
17

市
町

は
同
様
の
対
応
を
行
う
と
認

識
し
て
い
る
。

討　

論

○
反
対 

猿
橋　

巧 

議
員

地
方
公
務
員
の
期
末
手
当

は
低
い
給
与
の
補
填
で
あ
り
、

生
活
給
で
あ
る
た
め
条
例
の

改
正
に
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
18

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

関
係
政
令
の
公
布
に
伴
う

も
の
と
、
福
井
県
が
示
す
国

民
健
康
保
険
の
標
準
保
険
料

率
を
参
考
に
、
被
保
険
者
の

負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う
一

定
期
間
を
設
け
た
う
え
で
、

段
階
的
に
そ
の
標
準
保
険
料

率
に
近
づ
け
る
た
め
税
率
を

改
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

問

県
が
示
す
標
準
保
険

料
率
に
対
す
る
激
変

緩
和
計
画
の
期
間
と
、
税
率

の
改
正
は
。

 

激
変
緩
和
計
画
の
期

間
は
令
和
15

年
度
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、

税
率
は
毎
年
改
正
さ
れ
る
。

討　

論

○
反
対 

猿
橋　

巧 

議
員

毎
年
、
滞
納
者
と
滞
納
額

が
減
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ

り
、
滞
納
者
が
死
亡
す
る
事

例
が
全
国
で
増
え
て
き
て
い

る
。
本
町
で
も
そ
の
危
険
性

が
高
ま
る
た
め
、
条
例
の
改

正
に
反
対
で
あ
る
。

○
賛
成 

堤　

満
也 

議
員

急
激
な
税
負
担
を
避
け
る

た
め
、
段
階
的
に
保
険
税
率

の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。

低
所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置

や
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
令
和
４

年
度
か
ら

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
軽

減
措
置
も
な
さ
れ
て
い
る
た

め
、
賛
成
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
19

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
若
州
一
滴
文
庫
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

若
州
一
滴
文
庫
の
利
用
料

金
設
定
に
つ
い
て
柔
軟
性
を

持
た
せ
る
た
め
、
指
定
管
理

者
が
町
に
届
出
す
る
こ
と
に

よ
り
設
定
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
。

主
な
質
疑

問

今
回
の
改
正
に
よ
る

収
入
の
見
通
し
は
。

 

町
外
の
70

歳
以
上
が

有
料
に
な
る
こ
と

で
、
現
在
の
入
場
者
数
で
あ

れ
ば
約
２

倍
の
収
入
に
な
る

と
考
え
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
20

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
保
健
・
医
療
・
福

祉
総
合
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

施
設
な
ご
み
の
給
食
業
務
で

近
年
の
物
流
コ
ス
ト
や
人
件

費
の
上
昇
に
対
応
し
、
施
設

入
居
者
お
よ
び
通
所
利
用
者

の
食
費
に
係
る
利
用
料
金
の

上
限
額
を
上
げ
る
も
の
。

主
な
質
疑

問

改
正
す
る
額
は
、
材

料
費
や
手
間
な
ど
の

積
み
上
げ
に
よ
り
積
算
さ
れ

た
も
の
か
。

 

経
費
の
積
み
上
げ
で

は
な
く
、
他
の
老
健

施
設
の
費
用
を
参
考
に
、
現

在
の
収
支
の
状
況
か
ら
約
２

割
増
を
設
定
し
た
も
の
で
あ

る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

当
初
予
算

●
議
案
21

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
予
算76

億
５

７

０

０

万
円

主
な
質
疑

問

観
光
船
事
業
で
は
新

年
度
か
ら
事
業
の
実

施
体
制
が
変
わ
る
こ
と
で
、

委
託
料
な
ど
の
補
助
金
は
出

さ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
運
営
会
社
が
赤
字
と
な

っ
て
も
今
後
、
補
填
は
行
わ

な
い
と
考
え
て
良
い
の
か
。

 

株
式
会
社
そ
と
も
め

ぐ
り
が
自
主
事
業
と

し
て
行
う
た
め
、
赤
字
を
町

が
補
填
す
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
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一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

問

県
か
ら
こ
ど
も
家
族

館
に
委
託
管
理
さ

れ
、
新
年
度
オ
ー
プ
ン
す
る

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
関
連
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
、
当
該
施
設
に
係
る
維
持

管
理
費
は
か
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
良
い
の
か
。

 

施
設
周
り
の
植
栽
の

維
持
管
理
や
遊
具
点

検
な
ど
の
費
用
が
掛
か
る

が
、
当
初
予
算
で
は
な
く
６

月
補
正
で
計
上
し
た
い
。

※ 

Ｐ
４

・
Ｐ
５

（
特
集
ペ
ー
ジ
）

に
関
連
記
事
あ
り
。

討　

論

○
反
対 

猿
橋　

巧 

議
員

原
子
力
関
連
予
算
に
依
存

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

○
賛
成 

屋
敷 

浩
道 

議
員

経
常
経
費
や
義
務
的
経
費

が
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
今
予
算
を
否
決
す

る
こ
と
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
予

算
の
執
行
に
歯
止
め
を
か
け

る
も
の
と
な
る
た
め
賛
成
で

あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
22

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

予
算１

億
１

５

６

５

万
７

千
円

討　

論

○
反
対 
猿
橋　

巧 

議
員

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

被
保
険
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
増
加
さ
せ
、
町
民
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
23

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
８

億
２

６

０

８

万
２

千
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
24

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
予
算

８

２

４

０

万
28

千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
25

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
介
護

保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

９

億
７

４

１

２

万
８

千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
26

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予

算

６

３

６

万
１

千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
27

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

１

億
７

４

４

８

万
４

千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
28

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算
２

億
４

２

９

８

万
１

千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
29

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算９

２

１

４

万
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

規
約
の
変
更

●
議
案
30

号
︿
総
務
﹀

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

令
和
５

年
４

月
に
運
営
開

始
予
定
の
、
広
域
の
可
燃
ご

み
処
理
施
設
に
係
る
運
営
経

費
の
負
担
割
合
を
定
め
る
た

め
、
組
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問

各
市
町
の
運
営
経
費

負
担
割
合
の
実
質
ご

み
量
割
は
、
い
つ
の
ご
み
量

が
対
象
と
な
る
の
か
。

 

令
和
５

年
度
の
負
担

金
は
、
令
和
３

年
度

の
ご
み
量
に
対
し
て
算
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

※ 

Ｐ
13

に
関
連
記
事
あ
り
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算

●
議
案
31

号
︿
全
協
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
７

号
︶

８

４

４

万
２

千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務

３

３

０

万
円
増
額

○
道
路
維
持
補
修
事
業

１

６

９

万
７

千
円
減
額

○
除
雪
対
策
事
業

８

０

７

万
円
増
額

主
な
質
疑

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
転
出
時

に
役
場
に
行
く
手
間
が
省
か

れ
る
の
か
。

 

行
か
な
く
て
も
可
能

と
な
り
、
利
便
性
が

向
上
す
る
。

問

新
た
に
分
譲
地
が
増

え
、
除
雪
対
象
範
囲

は
増
加
し
た
の
か
。

 

増
加
は
し
て
い
な
い

が
、
除
雪
計
画
を
毎

年
度
立
て
て
い
る
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦

●
諮
問
１

号
︿
全
協
﹀

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て任

期
満
了
に
伴
い
次
の
方

の
推
薦
を
認
め
た
。

【
再
任
】
森　

美
津
子

（
名
田
庄
下
）

【
全
会
一
致
・
承
認
】
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一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

農
業
委
員
会
委
員

の
任
命

●
同
意
１

～
14

号
︿
全
協
﹀

お
お
い
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命

任
期
満
了
に
伴
い
次
の
方

の
任
命
に
同
意
し
た
。

岩
﨑　

誠
一
（
三
森
）

國
久　

博
一
（
父
子
）

桑
田　

一
広
（
野
尻
）

古
池　

洋
子
（
岡
安
）

小
原　
　

悟
（
岡
田
）

塩
野　

鐘
吉
（
畑
村
）

谷
口　

新
市
（
鹿
野
）

早
川　

直
助
（
名
田
庄
三
重
）

細
川　

正
博
（
名
田
庄
口
坂
本
）

松
井　

厚
雄
（
広
岡
）

松
尾　

光
繁
（
名
田
庄
中
）

松
尾　
　

豊
（
名
田
庄
中
）

森　
　

和
哉
（
名
田
庄
下
）

渡
邉　

典
子
（
笹
谷
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

請　

願

●
請
願
第
１

号

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
米

価
格
暴
落
対
策
が
皆
無
の
中

自
治
体
独
自
の
稲
作
農
家
へ

の
直
接
支
援
策
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

紹
介
議
員
:
猿
橋　

巧

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
危
機
的
事
態

の
な
か
で
、
米
価
暴
落
か
ら

地
域
経
済
と
稲
作
農
家
の
経

営
を
守
る
立
場
で
、
農
家
へ

の
直
接
支
払
い
支
援
策
を
求

め
る
意
見
書
を
お
お
い
町
へ

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。意見

 

農
家
の
深
刻
な
状
況

は
理
解
で
き
る
が
、

多
く
の
産
業
で
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
出
て
い
る
中
、
米
価

暴
落
だ
け
の
問
題
を
と
り
上

げ
る
こ
と
は
、
議
会
の
中
立

性
・
公
平
性
に
欠
け
る
も
の

で
あ
る
。

意見

 

福
井
県
農
業
協
同
組

合
及
び
福
井
県
農
政

連
が
、
町
に
対
し
て
、
す
で

に
米
の
価
格
や
燃
料
な
ど
の

支
援
を
要
請
し
た
報
告
も
受

け
て
お
り
、
ま
ず
も
っ
て
自

町
の
執
行
機
関
は
意
見
書
提

出
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
か

ら
不
採
択
と
す
べ
き
。

討　

論

○
賛
成 

猿
橋　

巧 

議
員

今
の
ま
ま
で
は
多
く
の
米

生
産
農
家
が
米
作
り
か
ら
撤

退
し
て
し
ま
う
た
め
、
き
め

細
か
い
支
援
を
要
望
し
、
こ

の
請
願
に
賛
成
す
る
。

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

陳　

情

●
陳
情
第
１

号

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
お
願
い
す
る
陳

情
書令

和
５

年
10

月
に
、
消
費

税
に
お
い
て
的
確
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
※

）
の
導
入
が
予
定
さ
れ
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
の
手
取
り
額
が
さ
ら
に

減
少
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能

と
な
る
よ
う
意
見
書
を
、
政

府
関
係
機
関
に
提
出
を
求
め

る
も
の
。

意見

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の

雇
用
の
場
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
が
安

定
的
に
事
業
運
営
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
求
め
る
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

※ 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
令
和
２

年
10

月
の
消
費
税
増
税
の
際
に

導
入
さ
れ
た
軽
減
税
率
に
よ
っ

て
複
雑
化
し
た
税
を
正
確
に
把

握
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
税

の
仕
入
税
額
控
除
を
イ
ン
ボ
イ

ス
の
発
行
ま
た
は
保
存
に
よ
り

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
制
度
の
こ
と
。

意
見
書
提
出

●
発
委
第
１

号
︿
総
務
﹀

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

が
予
定
さ
れ
る
中
、
少
額
の

収
入
し
か
な
い
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
手
取

り
額
が
減
少
す
る
こ
と
な
く
、

ま
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
安
定
的
な
事
業
運
営

が
可
能
と
な
る
措
置
を
講
じ

る
よ
う
政
府
に
求
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

選
挙
管
理
委
員
の

選
挙

お
お
い
町
選
挙
管
理
委
員

お
よ
び
、
補
充
員
の
任
期
が

３

月
８

日
に
満
了
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
選
挙
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
お
お
い
町
選
挙

管
理
委
員
に
は
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
日

令
和
４

年
２

月
22

日

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

小
野　

与
三
（
名
田
庄
三
重
）

三
谷　

忠
男
（
川
上
）

中
谷　

真
一
（
河
村
）

小
谷　

直
美
（
尾
内
）

補
充
員

森　
　

一
博
（
名
田
庄
下
）

猿
木　

能
子
（
父
子
）

鈴
谷　

直
久
（
岡
安
）

神
野　

淳
一
（
河
村
）
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ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
で
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
エ
リ
ア
に
一
層
の
賑
わ
い
を 

地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
会

昨

年

の

東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

で

注

目

を

集
め
た
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
で
す

が
、
そ
も
そ
も

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
と
は
ど
の
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ

な
の
か
、
委
員
に
ほ
と
ん
ど
知
識
が
無
い

こ
と
か
ら
、
委
員
会
と
し
て
、
ま
ず
は
現

場
を
知
ろ
う
と
、
昨
年
は
「
ふ
く
い
健
康

の
森
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
」
に
視
察
に
出
向

き
、
施
設
管
理
者
か
ら
、
パ
ー
ク
や
そ
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。今

回
は
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に
つ
い
て

の
専
門
的
知
識
を
持
つ
参
考
人
と
し
て
、

東
京
都
八
王
子
市
の
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ダ
ー
で
長
年
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
設
計
や

運
営
、
調
査
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人　

日
本
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
協
会　

理
事
長　

河
崎
覚
氏
を
講
師
に
迎
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
勉
強
会
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

所
管
事
務
調
査

﹇
期　

日
﹈
令
和
４

年
１

月
13

日
（
木
）

﹇
場　

所
﹈ 

役
場　

全
員
協
議
会
室

﹇
参
考
人
﹈ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
日
本
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
協
会 

 

理
事
長　

河
崎　

覚 

氏

﹇
出
席
者
﹈ 

委　

員　

８

名 
 

委
員
外　

２

名

地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
成
海
緑
地
に
、
こ
ど
も

家
族
館
の
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
所
管
事
務
調

査
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
関
す
る
勉

強
会
を
行

い
ま
し
た
。

内
容
は
、

①
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
管
理
と
運
用

　

・
見
込
ま
れ
る
利
用
者

　

・
利
用
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

　

・
施
設
管
理
に
お
け
る
課
題
と
対
応
な
ど

② 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

エ
リ
ア
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
に
は

　

・
集
客
と
波
及
効
果

　

・
情
報
発
信

　

・
事
業
者
間
の
連
携
と
情
報
交
換
な
ど

③
町
内
の
愛
好
者
を
増
や
す
た
め
に
は

　

・
地
域
へ
の
発
信

　

・
競
技
の
普
及
な
ど

に
つ
い
て
で
、
施
設
管
理
者
、
パ
ー
ク
の

利
用
者
、
う
み
ん
ぴ
あ
エ
リ
ア
へ
の
来
訪

者
、
う
み
ん
ぴ
あ
エ
リ
ア
の
事
業
者
、
地

域
住
民
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
の

在
り
方
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

町
に
対
し
提
言
書
を
提
出

こ
ど
も
家
族
館
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

は
、
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
誘
客
に
も
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
福
祉
施
設
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
エ
リ

ア
の
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
、
町
の
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
多
様
な
層
の
集
客
に
よ
り
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
増
加
、
ま
た
、
町
内
経

済
へ
の
波
及
効
果
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

・ 

設
置
者
（
県
）
、
管
理
者
（
町
）
な
ど

の
関
係
者
間
の
調
整
を
十
分
行
い
、
適

切
な
管
理
運
用
と
、
親
し
ま
れ
る
パ
ー

ク
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
。

・ 

シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
の
開
業
と
併
せ
、
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
う
み
ん
ぴ

あ
大
飯
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

関
係
者
間
の
情
報
共
有
と
連
携
を

図
る
こ
と
。

・ 

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
や
地
域

活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
住
民
に
対
す
る
情
報
提

供
や
住
民
主
体
の
活
動
支
援
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

に
つ
い
て
、
町
に
対
し
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

Report
リポート

4月9日にオープンしたスケートパーク
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若 狭 広 域 行 政 事 務 組 合

若狭広域事務組合とは…

おおい町・小浜市・高浜町・若狭町の4市町により「今後も持続的に発展できる地域を目指す」

を合言葉に地域の力を結集し、新たな魅力と活力の創造に努め、誰もが真の豊かさを実感で

きる地域の実現に向けて設立されました。

若狭広域事務組合では「要介護認定および障がい支援区分認定に係る審査および判定」「広

域ごみ焼却施設の整備」を共同処理事業として取り組んでいます。

「斎場の整備」については広域化の検討を進めています。

「要介護等認定および障がい支援区分認定に係る審査および判定」

要介護等認定については平成30年度から、障がい支援区分認定については平成31年度から、

おおい町・小浜市・高浜町・若狭町の4市町による共同処理を始めています。

認定基準の平準化を進め、適正な判定による適正なサービスが受けられるように事業推進

を図っています。

「広域ごみ焼却施設の整備」

高浜町旧ごみ焼却施設跡地に、令和5年4月稼働に向け建設工事を進めています。

運営経費の負担割合が決まりました。　　・均等割  30％　　・実績ごみ量割  70％

「斎場の整備」

おおい町・小浜市・高浜町の3市町による共同設置に向け、候補地選定に取り組んでいます。

今年度は組合に斎場担当職員を配置し、基本計画の策定に取り組む予定です。

建設中の広域ごみ処理場
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町が現在建設中のSEE SEA PARK（シーシーパーク）のチャレンジショップ棟は、2月末

時点での進捗率は85％となっています。

外観は屋根部分にフイルムが貼られ、 

▲

 

特徴のある建物の姿が出現してきています。

▲ テナント棟の進捗率45％です。共に、今夏のオープンに向け工事が進められています。

チャレンジショップ棟

カフェ区画にピリケンが出店し、飲食店2店舗、物販3店舗、シェアオフィスには4区画入居

します。

テナント棟

アウトドアストア区画にカンパネラが出店し、テナント区画に飲食店が1店舗、洋服販売

店が1店舗入居します。

S E E  S E A  P A R K（シーシーパーク）の

進捗状況
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議 会 改 革 の 取 り 組 み

現在、おおい町議会では「議会改革」に取り組んでいます。議会だより62号、64号でも報告し

ましたが、令和4年3月時点での経過を報告します。

通年議会を実施

おおい町議会では「おおい町議会定例会条例」において、定例会を年4回開催することと定めて

います。

現在、通年議会へ移行するための準備を行っており、新年度に入り、できるだけ早い時期に導

入を目指しておりますが、理事者（行政）との協議を慎重かつ丁寧に行っていることから、通年

議会実施の時期については、決まり次第報告します。

議員定数の議論

本年1月21日に開催しました「議会報告会」で議員定数について町民の皆さまから多くのご意

見をいただきました。そのご意見を基に、議会では議員定数の見直しも含めた協議を行っています。

議員定数については、町政への住民意見の反映や討議できる人数、議会力の充実を踏まえた議

論を活発に行っており、遅くとも9月には結論を出せるよう協議を進めています。

議員報酬の議論

適正な議員報酬の算定に当たり、議員の活動時間に応じて首長の報酬から割り出す原価方式で

基礎数値の算定作業を行いました。定例会や各委員会活動、広域議会や多数の協議会活動など、

議員1年間の活動を算定した結果、基本となる活動日数は107日と算出しました。

この数字を基に、議会報告会でいただいたご意見を参考にしながら、適正な議員報酬の検討を行い、

7月には結論が出せるよう協議を進めています。

イメージ図による議会活動の比較
♦現行

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

本
会
議

閉会

会期 会期

閉会

会期

閉会

会期

閉会

会期

臨
時
会

閉
会　

６

月
定
例
会

９

月
定
例
会

12

月
定
例
会

3

月
定
例
会

委
員
会

付
託
議
案

審
査　
　

付
託
議
案

審
査　
　

付
託
議
案

審
査　
　

付
託
議
案

審
査　
　

閉会中の継続審査（１年間）

♦通年議会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

本
会
議

・年間を通して会期中となり、議会の判断で、定例会議・臨時会議を開催し、議会審査を行う。

委
員
会

・年間を通して委員会活動が可能となる。
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跡

一
般
質
問

◥ 
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
先
進
的
活
用
を

教
育
長　

 

幅
広
い
活
用
方
法
と
教
員
の
負
担
増
加
の
両
面
を 

見
な
が
ら
対
応
を
進
め
て
い
く

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

3

月
定
例
会
で
は
、
3

人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

問

小
中
学
生
に
整
備
さ

れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
お
け
る
運
用
実
績
と
課

題
は
。

︵
町
長
︶
授
業
で
の

活
用
は
、
各
教
科
に

お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

利
用
し
て
の
発
表
や
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
考
え
を
共
有
す
る

際
に
活
用
し
て
い
る
。
動
画

の
撮
影
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
作
成
、
学
習
発
表
会
の
ス

ラ
イ
ド
に
利
用
す
る
な
ど
総

合
的
な
学
習
に
お
い
て
も
活

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
個
別
学
習
の

対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
自
宅
待
機
と
な
っ
た

児
童
・
生
徒
に
授
業
風
景
の

配
信
を
行
う
ほ
か
、
県
外
の

学
校
と
の
交
流
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
課
題
と
し
て
文
字

入
力
な
ど
児
童
・
生
徒
一
人

一
人
の
操
作
ス
キ
ル
の
違
い

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
授
業

に
比
べ
時
間
が
か
か
る
こ
と

や
、
日
々
進
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ソ
フ
ト
へ
の
教
員
ス
キ
ル
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
増

員
、
訪
問
回
数
の
増

加
が
急
務
で
あ
る
。

︵
町
長
︶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
適
正
な
配
置

と
有
効
な
活
用
を
含
め
て
、

教
職
員
の
ス
キ
ル
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
定
着
も
同
時
に
考
え
て

い
く
。

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

今
後
の
先
進
的
な
活

用
は
。

︵
教
育
長
︶
町
に
お

い
て
は
家
で
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
用
し
授
業
を
受
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
、
学

校
に
通
学
し
授
業
を
受
け
る

対
面
式
の
両
方
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業

が
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い

る
が
、
運
用
面
で
の
工
夫
が

必
要
。
児
童
・
生
徒
の
操
作

ス
キ
ル
、
教
員
の
活
用
ス
キ

ル
の
向
上
が
必
要
。

問

ネ
ッ
ト
い
じ
め
へ
の

対
応
は
。

︵
教
育
長
︶
児
童
・

生
徒
が
被
害
者
や
加

害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
も

学
校
や
保
護
者
と
連
携
し
な

が
ら
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

対
応
す
る
た
め
の
教
員
の
研

修
会
を
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。学

校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
は

問

学
校
給
食
で
使
わ
れ

て
い
る
若
狭
牛
や
ア

マ
ダ
イ
な
ど
の
高
級
食
材
に

対
す
る
児
童
・
生
徒
の
価
値

観
の
構
築
は
で
き
て
い
る
か
。

︵
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
︶

提
供
の
頻
度
に
も
関

係
す
る
と
思
う
が
、
認
知
度

は
低
い
。
学
校
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
な
ら
び

に
児
童
・
生
徒
の
価
値
観
の

構
築
を
含
め
一
層
の
情
報
提

供
の
充
実
を
図
る
。

問

学
校
給
食
で
地
元
産

米
の
利
用
を
促
進

し
、
地
産
地
消
の
推
進
を
。

︵
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
︶

町
内
に
あ
る
営
農
組

合
な
ら
び
に
営
農
農
家
の
給

食
用
米
の
新
た
な
物
資
納
入

業
者
と
し
て
の
参
入
は
町
の

食
育
、
地
産
地
消
の
観
点
か

ら
も
有
益
な
も
の
で
あ
り
、

町
内
業
者
納
入
率
ア
ッ
プ
を

目
指
す
上
で
も
具
体
性
の
あ

る
方
策
と
考
え
る
。
米
の
品

質
管
理
の
安
全
性
や
安
定
供

給
の
確
保
の
状
況
を
確
認
の

上
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券

問

販
売
実
績
と
評
価
は
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

販
売
実
績
は
６

，
５

０

０

万
円
分
の
う
ち
６

，
３

６

３

万
５

，
０

０

０

円
分
を

販
売
し
、
販
売
率
は
97

．
９

％

で
、
そ
の
う
ち
６

，
３

２

６

万
７

，
０

０

０

円
分
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
使
用
率
は

99

．
４

％
で
あ
っ
た
。
事
業

者
の
約
７

割
に
売
上
増
加
の

効
果
が
あ
っ
た
と
調
査
に
お

い
て
確
認
し
て
い
る
。
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
特
に
受
け

て
い
る
飲
食
分
野
で
の
需
要

喚
起
を
図
る
た
め
商
品
券
の

一
部
を
飲
食
店
専
用
と
し
た

点
で
、
分
か
り
に
く
い
と
い
っ

た
意
見
が
あ
っ
た
。

問

今
後
の
取
り
組
み
は
。

︵
町
長
︶
今
後
の
感

染
状
況
を
注
視
す
る

と
と
も
に
国
や
県
の
動
向
を

踏
ま
え
、
商
工
会
を
通
じ
て

情
報
を
得
な
が
ら
効
果
的
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

※昨年７月に販売開始された商品券。

　 ３種類の券があり、利用方法が分かり

にくいとの声があったが、使用率は、

99.4％と高い数字を残した。

屋
やしき

敷  浩
ひろみち

道
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特
　
集

活
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報
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審
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内
容

追
　
跡

一
般
質
問

◥ 
本
町
の
カ
ワ
ウ
に
よ
る
被
害
状
況
は

町
長 
放
流
魚
の
５
～
６
割
が
食
害
に
あ
っ
て
い
る

辻
つじ

　  徹
とおる

問

カ
ワ
ウ
に
よ
る
水
産

被
害
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
が
、
本
町
に
お

け
る
被
害
の
状
況
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。

︵
町
長
︶
２

年
度
の

被
害
額
は
南
川
88

万

円
、
佐
分
利
川
21

万
円
で
あ

る
。
南
川
に
お
け
る
放
流
魚

約
４

万
尾
の
う
ち
５

〜
６

割

が
食
害
に
あ
っ
て
い
る
。
釣

り
客
へ
の
風
評
被
害
も
懸
念

さ
れ
る
。

問

コ
ロ
ニ
ー
（
集
団
営

巣
地
）
の
場
所
や
個

体
数
は
確
認
で
き
て
い
る
の

か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

コ
ロ
ニ
ー
と
考
え
ら

れ
る
大
島
の
冠
者
島
に
お
い

て
、
生
息
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
３

年
度
に
は
３

３

０

羽
確
認
し
て
い
る
。

問

カ
ワ
ウ
被
害
へ
の
対

策
は
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

思
う
よ
う
に
捕
獲
が

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
各
河
川
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
花
火
、
ナ
イ
ロ
ン

テ
グ
ス
、
ス
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ

ト
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用

し
た
追
い
払
い
を
実
施
し
て

い
る
。

問

河
川
漁
業
協
同
組
合

や
猟
友
会
、
地
元
住

民
と
協
力
、
連
携
し
て
今
後

の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

︵
副
町
長
︶
町
は
県

に
対
し
て
被
害
防
止

対
策
を
検
討
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
る
。
県
や
近
隣
市

町
、
各
関
係
者
の
連
携
が
一

番
効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問

水
中
に
魚
の
隠
れ
場

所
を
作
る
の
も
有
効

で
あ
る
。

︵
町
長
︶
規
模
の
大

き
い
河
川
で
は
な
い

の
で
難
し
い
。
み
ん
な
の
力

で
追
い
払
い
を
す
る
こ
と
が

一
番
効
果
的
。

計
画
し
て
い
る
合
宿

施
設
の
現
況
は

問

ス
ポ
ー
ツ
ロ
ッ
ジ
栄

光
に
代
わ
る
ス
ポ
ー

ツ
文
化
体
験
交
流
合
宿
施
設

は
今
年
度
実
施
設
計
を
行
っ

て
い
る
が
現
況
は
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

２

年
度
に
基
本
設
計

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
実
施

設
計
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
文
化

活
動
な
ど
に
も
活
用
で
き
る

施
設
と
し
て
設
計
を
進
め
て

い
る
。

問

現
在
建
設
資
材
の
不

足
、
高
騰
が
世
界
的

に
問
題
で
あ
る
が
、
工
法
の

検
討
も
し
て
い
る
の
か
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

設
計
を
進
め
る
中
で

工
法
の
変
更
ま
で
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
宿
泊
者
の
利
便

性
に
直
接
影
響
し
な
い
附
帯

設
備
の
縮
減
な
ど
を
す
す
め

て
い
る
。

問

附
帯
設
備
の
縮
減
を

検
討
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
後
で
必
要
に

な
っ
た
か
ら
追
加
の
工
事
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
す
べ
き
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

材
料
の
変
更
な
ど
、

利
用
者
の
不
便
に
な
ら
な
い

よ
う
な
部
分
で
工
事
金
額
を

抑
え
る
努
力
を
し
て
い
る
。

問

現
在
想
定
し
て
い
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

資
材
の
高
騰
や
不
足

で
、
工
期
が
見
込
め
な
い
の

が
現
状
。

問

移
転
、
新
築
す
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な

効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

︵
教
育
長
︶
利
用
者

の
利
便
性
が
大
き
く

向
上
す
る
。
住
宅
地
と
離
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
住
民

の
ス
ト
レ
ス
も
軽
減
で
き

る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き

る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
合
宿

所
と
し
て
利
用
者
の
増
加
を

期
待
し
て
い
る
。

問

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
料
飲

組
合
、
株
式
会
社
お
お
い
な

ど
関
係
者
を
集
め
た
協
議
会

を
発
足
さ
せ
て
意
見
聴
取
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

︵
教
育
長
︶
協
議
会

ま
で
は
考
え
て
い
な

い
が
、
必
要
に
応
じ
関
係
者

と
協
議
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
ロ
ッ
ジ
栄
光
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猿
さるはし

橋 　  巧
たくみ

問

災
害
時
の
住
民
避
難

対
策
は
万
全
か
。

︵
町
長
︶
自
主
防
災

組
織
の
設
立
と
、
集

落
ご
と
の
詳
細
な
自
主
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
や
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
、
防
災
力
を
底

上
げ
し
て
住
民
の
生
命
と
財

産
を
災
害
か
ら
守
っ
て
い
く
。

問

在
宅
お
よ
び
施
設
入

居
者
の
避
難
と
受
入

先
の
具
体
化
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

︵
副
町
長
︶
在
宅
の

要
援
護
者
に
対
し
て

は
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に

お
い
て
避
難
体
制
を
確
保
し

必
要
に
応
じ
て
福
祉
避
難
所

へ
移
送
し
、
施
設
入
居
者
に

つ
い
て
は
、
各
施
設
が
策
定

し
て
い
る
避
難
計
画
に
お
い

て
対
応
さ
れ
る
。

問

原
子
力
災
害
の
避
難

訓
練
の
教
訓
は
、
ど

の
よ
う
に
に
生
か
さ
れ
て
い

る
の
か
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

防
災
訓
練
か
ら
得
ら

れ
る
一
利
一
害
を
し
っ
か
り

検
証
し
、
こ
れ
か
ら
も
訓
練

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
原
子

力
防
災
の
実
行
性
を
高
め
て

い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
へ
の
対

策
は
万
全
か

問

感
染
者
が
増
加
す
る

中
で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
数
や
年
齢
引
下
げ
の
対
応

と
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

対
策
は
。

︵
町
長
︶
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
対
象
者
の

９

割
以
上
が
２

回
目
の
接
種

を
終
え
、
追
加
接
種
も
昨
年

12

月
の
医
療
従
事
者
か
ら
始

ま
り
、
施
設
入
所
者
や
65

歳

以
上
の
高
齢
者
の
接
種
も
お

お
む
ね
完
了
し
、
現
在
、
18

歳
か
ら
64

歳
に
順
次
接
種
を

案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

児
専
用
枠
と
し
て
、
３

月
12

日
か
ら
、
な
ご
み
診
療
所
と

名
田
庄
診
療
所
に
て
接
種
を

ス
タ
ー
ト
し
、
希
望
数
に
応

じ
て
進
め
て
い
る
。

問

感
染
さ
れ
た
高
齢
者

は
入
院
措
置
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

入
院
を
必
要
と
す
る

よ
う
な
高
齢
者
な
ど
が
感
染

さ
れ
た
場
合
や
、
自
宅
経
過

観
察
中
に
容
体
が
急
変
し
た

場
合
な
ど
で
は
適
切
に
入
院

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
は
確
保
で
き
て
い

る
。文

化
遺
産
の
掘
り
起

こ
し
と
活
用
の
あ
り

方
に
工
夫
を

問

町
内
19

全
て
の
城
郭

の
発
掘
を
計
画
的
に

進
め
、
城
郭
マ
ッ
プ
と
回
遊

路
線
で
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
は
。

︵
教
育
長
︶
現
在
発

掘
調
査
を
進
め
て
い

る
石
山
城
跡
の
保
存
を
図
り

つ
つ
、
町
が
参
加
し
て
い
る

福
井
城
巡
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
活

用
や
Ｐ
Ｒ
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
は

問

町
人
口
統
計
の
推
移

か
ら
み
た
政
策
の
評

価
は
。

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
２

０

６

０

年
の
人
口

約
５

，
８

０

０

人
を
目
標
に

掲
げ
、
第
２

次
お
お
い
町
未

来
創
生
戦
略
に
基
づ
き
、
妊

産
婦
支
援
事
業
、
進
学
サ

ポ
ー
ト
事
業
な
ど
子

育
て
世
帯
へ
の
継
続

的
な
支
援
の
取
組
を

進
め
て
き
た
こ
と
が

一
定
程
度
身
を
結
び

つ
つ
あ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も

子
供
た
ち
が
町
に
残

り
た
い
、
帰
っ
て
き

た
い
と
思
え
る
よ
う

に
、
お
お
い
町
未
来

創
生
戦
略
に
基
づ
く

取
組
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

◥ 
災
害
時
の
住
民
避
難
対
策
は
万
全
か

町
長 

自
主
防
災
組
織
で
防
災
力
を
底
上
げ
し
、
生
命
と
財
産
を

守
る

石
山
城
跡

お
お
い
町
内
の
山
城
分
布
図
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町に移住された方々の意見を伺う交流の場や

ネットワークを作ってはどうか。

（平成28年3月議会　原田和美 議員）
移住者の交流の場や
ネットワークを作っては

情報を集めて、どういう方法がとれるかを検討

していきたい。

どのような方法が有効
か検討する

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載して
いますが、議員からの提案などが、その後、どのように町政
に反映されたかを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

町長答弁

ちょっと

深掘り！

開催された移住者交流会

令和元年度から、町に移住された方々の交流

の場である「移住者交流会」を開催。

移住者交流会を開催

どうなった?

人口ビジョンにおいて今後の人口減少が予想

される中で、町の活力増加や人口の維持（「合計

特殊出生率の向上」や「転入の増加あるいは転

出の抑制」）への取り組みが示されています。

町は令和4年度でも「移住定住交流推進事業」

に取り組みますが、移住者の方々の生の声や貴

重なご意見を伺いながら進めることが大切だと

考えます。

令和4年度の取り組み（抜粋）

⇒詳しくは「まちづくり課」まで

●移住コーディネーター
移住者への情報発信や相談対応を行い、き

め細やかな移住定住施策を進めます。

●お試し住宅
町内での生活を体験していただく住宅を用

意しています。

●お試し滞在支援
移住を目的に活動される方に、旅費の一部

を助成します。

●移住支援金
県外からの移住者（子育て世帯等）の転居

負担の軽減のため支給します。

第2次おおい町未来創生戦略

（令和2年3月策定）では…
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。

次回の定例会は6月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期： 6月6日から6月22日まで（17日間）

本会議： 6日（議案提案理由説明）、16日（一般質問）、22日（採決）

委員会： 総務・産業建設常任委員会（9日）、予算決算常任委員会（6、7日） 

原子力発電対策・地域振興対策特別委員会（10日）

6月定例会

の予定

●

編

集

後

記
●

今
冬
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
雪
か

き
作
業
に
明
け
暮
れ
た
日
々
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
桜
も
満
開

に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た

議
会
報
告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大

島
、
本
郷
、
佐
分
利
、
名
田
庄
の
４

地
区
で
開
催
さ
れ
た
報
告
会
に
は
、

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
は
今
後
の
議
員
活
動

の
糧
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
主

な
意
見
に
対
す
る
見
解
を
、
お
お
い

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
塚
寛
町
長
３

期
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
示
さ
れ
る
町
の
方
向
性
に

議
員
一
同
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
て

ま
い
り
ま
す
。 

（
辻 

記
）

今
回
の
輝
く
人
で
は
、
２

月
に
結
婚

さ
れ
た
ば
か
り
の
笑
顔
溢
れ
る
ご
夫
婦

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

�� 
お
ふ
た
り
の
馴
れ
初
め
は
？

�� 
川
上
で
迷
い
犬
が
見
つ
か
り
、
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
し
た
こ
と

で
、
そ
こ
に
勤
め
て
い
た
妻
と
知
り
合

い
ま
し
た
。

�� 
し
い
た
け
生
産
の
お
仕
事
は
ど
う

で
す
か
。

�� 
祖
父
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
て
、

し
い
た
け
は
主
に
京
都
へ
出
荷
し
て
い

ま
す
。

�� 
大
樹
さ
ん
が
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
を

始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

�� 
妻
か
ら
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
見
て
自

分
も
書
い
て
み
よ
う
か
な
、

と
始
め
ま
し
た
。
初
め
は
、

ワ
ン
ク
オ
ー
レ
の
お
客
様
に

お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
注
文
を
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

�� 

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
と

は
ど
ん
な
お
仕
事
で
す
か
。

�� 

犬
の
し
つ
け
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
困
り
事
の
相
談
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
自
宅
に
出

向
く
出
張
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
お
留
守

時
の
ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
も
お
請
け
し
て

い
ま
す
。

�� 

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
有

菜
さ
ん
の
夢
は
。

�� 

ま
ず
は
、
全
て
の
飼
い
主
さ
ん
と

ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
こ
と

が
一
番
で
す
。
学
校
で
の
生
命
の
教
室

や
施
設
や
病
院
で
の
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
避
難
や
、
ま

た
、
猿
被
害
対
策
に
猿
追
い
犬
を
訓
練

す
る
よ
う
な
事
例
が
あ
る
の
で
、
地
域

貢
献
の
面
で
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
か
な
り
難
し
そ
う
。

�� 
お
お
い
町
の
感
想
は
？

�� 
結
婚
す
る
前
か
ら
お
お
い
町
が
好

き
な
の
で
、
お
お
い
町
民
に
な
れ
て
嬉

し
い
で
す
。
夢
を
持
ち
起
業
し
た
い
人

を
後
押
し
し
て
く
れ
る
、
こ
ん
な
町
は

他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

·
広
報
特
別
委
員
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委

員

長　
　

堤　
　

満
也

副
委
員
長　
　

原
田　

和
美

委　
　

員　
　

辻　
　
　

徹

　
　

〃
　
　
　

細
川　

正
博

　
　

〃
　
　
　

田
中　

秀
樹

　
　

〃
　
　
　

屋
敷　

浩
道

ワ
ン
コ

ワ
ン
コ
がが

　　

繋繋
い
だ
い
だ

赤赤
いい

糸糸

本
郷
（
12

の
２

区
）

＊

椎
茸
農
家
三
代
目
（
川
上
椎
茸
生
産
組
合
）

＊

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　

池い

け

野の 
大た

い

樹き 
さ
ん

＊

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
（
ワ
ン
ク
オ
ー
レ
）

　

池い

け

野の 
有ゆ

菜な 

さ
ん

（
愛
知
県
出
身
）
　
　
　


